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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 茨城県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 明野町立長讃小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ ０ ６
１１

児童数 ２４ ２７ ２５ ２６ ２２ ３１ ０ １５５

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

学びの機会を充実し，確かな学力を付ける指導の在り方

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

全学年・国語
「国語の力」が学習の根幹を成すと考えるため
児童の実態から，表現力をはぐくみ，学力の向上を図りたいと考えるため

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
学びの機会を充実し，確かな学力を付ける指導の在り方

国語科における表現力をはぐくむための個に応じた指導を通して

○研究の見通し
（１）児童の実態を把握し，個に応じた指導方法や教材開発の工夫に努め

平 れば，正しい表現力が身につくだろう。
成 （２)指導に生かせる評価の工夫改善を通して，個に応じた支援に努めれ

ば，確かな学力が身につくだろう。15
年 （３）他教科・領域そして日常生活のさまざまな場において，国語科との
度 関連を図れば豊かな表現力がはぐくまれるだろう。

○ 研究の内容・方法
（１）個に応じた指導のための教材開発に努める。

・基礎・基本の定着
・発展的な学習・補充的な学習のための教材開発

（２）個を生かす指導方法・指導体制の工夫改善を図る。
・ＴＴ及び少人数指導の工夫
・課題別学習・習熟度別学習

（３）評価方法の工夫改善を図る。
・評価規準の見直し
・個に応じた手だてと補助簿の工夫
・自己評価力，相互評価力の育成
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○ テーマ
学びの機会を充実し，確かな学力を付ける指導の在り方

国語科における伝え合いの力をはぐくむための個に応じた指導を通して

○ 研究の見通し
平 （１）国語で育てたい力と他教科・領域で培われる力との関連を密接に図
成 れば，日常生活に生きる力がはぐくまれるだろう。

（２）評価規準による確かな評価と，教材開発や指導方法・指導体制の工16
年 夫改善を図れば，個に応じた支援につながるだろう。
度

○ 研究の内容・方法
（１）評価方法の工夫改善を図る。
・個に応じた支援につながる評価規準の見直し
・評価規準に基づいた自己評価・相互評価

（２）個に応じた指導のための教材開発
・評価規準を生かした教材開発
・発展的な学習・補充的な学習のための適切な教材開発
・前年度のものに改善を加えた教材開発

（３）指導方法・指導体制の工夫改善
・評価規準を生かした工夫改善
・児童の実態把握に基づく学力向上のための工夫改善

( ) 研究推進体制3

校長
授業研究部 表現力をはぐくむための企画・立案

研究推進委員会 教材開発部 個に応じた支援のための教材開発の研究

実践研究部 基礎・基本を図るための支援の在り方の
研究

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・表現することを楽しむ児童が増えた。努力の過程に手応えを感じ、それが認め
られたとき大きな自信となり，学力の向上につながることを児童の姿を通して
痛感した。

・複数教員による課題別少人数学習や基礎・基本の定着を図る習熟度別学習にお
いては，場に応じて習熟度別の教材開発を試み，意欲の継続を図ることができ
た。

☆ 特に向上した力（例 観点別学習状況の記録 年生 名 年生 名）3 25 4 26
年生 読む力） （ 年生 言語についての知識・理解・技能）（3 4

・他教科・領域においても，進んで調べる姿が見られるようになった。
・ 習熟度別学習」に対する保護者の意識が少しずつ前向きになっている。 国語「
の授業形態で多くとる「課題別少人数学習」においては，一人一人が生き生き
と活動できるということで好評である。
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☆ 習熟度別に学習を進めることに対しての保護者の意識調査
（全校保護者；内側 学期，外側 学期）1 2

・分けるときには配慮が必要とし
ながらも，少人数学習のよさを
少しずつ理解しようとしている
ことが伺える。

・理解度によって分けることに否
定的な意見にも配慮しながら，
児童にとって満足度の高い授業
形態を工夫していきたい。

２．今後の課題

・他教科・領域で培われる側面からの力との密接な関連
・幅広い視点から柔軟性をもってとらえた教材開発
・支援に生かすための評価規準や補助簿の工夫
・豊かな言語環境のための地域・家庭との連携
・意義のある連携事業（幼小連携・小小連携・小中連携）
・成果の効果的な普及方策

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○基礎・基本の実態把握及び実態調査と分析
・漢字（計算）検定テスト 一月に一回
・朗読の検定 一月に一回
・ＣＲＴ ・学力テスト 支援に生かすための分析

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・Ｈ１５・４月 ＰＴＡ総会；その他 学期ごとの授業参観・懇談会
学力向上フロンティア事業についての理解を図る

・Ｈ１５・１１ 学校公開
国語の授業公開における課題別少人数学習への理解

・Ｈ１５・１１・１２ フロンティアスクールにおける中間発表
（対象）保護者 学校評議員 他市町村の小中学校教員

・学校評議員会とホームページでの紹介 地域への啓発
・お便りによる学力向上フロンティア事業への理解と啓発

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 □１４年度からの継続校÷

【学校規模】 ６学級以下 □７～１２学級÷

□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導÷ ÷

一部教科担任制 □その他÷

【研究教科】 国語 □ 社会 □ 算数 □ 理科÷

□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭
□ 体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 □ 無÷
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